
野鳥との接し方について  ー 死んだ野鳥をみつけたら ー 

1 死亡した野鳥を見つけたら 

○ 死亡した野鳥など野生動物は、素手で触らないでください。 

同じ場所でたくさんの野鳥などが死亡していたら、 福島県（県中地方振興局 県民生活課）、もしくは 

お住まいの市町村役場にご連絡ください。 

2 死亡した野鳥は素手で触らないでください 

○ 野鳥は、体内や羽毛などに細菌や寄生虫などの病原体があることがあります。 

○ 野鳥が死んでいるのを見つけた場合には、細菌や寄生虫に感染しないよう、死亡した鳥を素手で触らず 

ビニール袋に入れてください。きちんと封をすれば、廃棄物として処分することも可能です。 

3 野鳥は様々な原因で死亡します 

○ 野鳥は、餌が採れずに衰弱したり、環境の変化に耐えられず死んでしまうこともあります。 

野鳥が死んでいても、鳥インフルエンザを直ちに疑う必要はありません。 

4 鳥インフルエンザウイルスの人への感染について 

○ 鳥インフルエンザウイルスは、感染した鳥との濃密な接触等の特殊な場合を除いて、通常では人に感染し

ないことが知られています。 

○ 日常生活において野鳥など野生動物の排泄物等に触れた後には、手洗いとうがいをしていただければ、 

過度に心配する必要はありません。 

○ 野鳥の糞が靴の裏や車両に付くことにより、鳥インフルエンザウイルスが他の地域へ運ばれるおそれがありま

すので、野鳥に近づきすぎないようにしてください。 特に、靴で糞を踏まないよう十分注意して、必要に応じて

消毒を行ってください。 

 

 
お問い合せ先：福島県 県中地方振興局 県民環境部 県民生活課 

電話:０２４-９３５-１２９５（月～金曜 8:30～17:15） 

Mail: kenchu.kenminkankyou@pref.fukushima.lg.jp 
※ 鳥インフルエンザのおそれがある場合 夜間・休日 電話：024-935-1541（守衛室） 
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5 死亡野鳥等の検査（死んだ野鳥をみつけたら） 

○ 福島県では、環境省が定める「発生状況に応じた対応レベル」に基づき、鳥インフルエンザの感染のおそれ

が高い死亡野鳥等の検査を行っています。 

 ただし、鳥は衰弱や環境の変化など様々な理由で死んでいきます。ご自宅の庭や畑で、死んだ野鳥等を

みつけたら、感染のおそれの高い種以外は一般廃棄物として廃棄するようお願いします。 

 

○ 死亡野鳥の鳥インフルエンザ簡易検査対象個体の見分け方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外傷がありますか？ 
例：車や電線等への衝突（頭部に外傷） 

：他の鳥獣に襲われた（腹部に外傷）等 

ハトより小さい？ 
○ スズメやツグミ程度の大きさの野鳥では、 

感染リスクの高い種はいません。 

死亡個体は乾燥していませんか？ 
○ のどや肛門の粘膜を摂取するので、乾燥している 

と検査できません。（死亡から１～２日程度） 

感染リスクが低い個体？ 
○ 感染リスクが高いのは、ガン・カモ・ハクチョウ等の 

水鳥、猛禽類やフクロウ類に含まれる種のみ。 

感染リスクが高い個体はこちら   
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廃棄してください！ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

種を判別できない場合は、 
 

写真を送付してください 
 

・顔等特徴のある部位の近接写真 

・背中からの全体写真 

 

簡易検査の実施 
県中地方振興局 職員が回収に伺います 

目県職員が 

 

わからない 
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カモの場合、体長３０cm以下？ 
○ 幼鳥でなければコガモです。コガモは１羽だけで

死んでいる場合、検査は必要とされていません。 

Wa。 

NO 

感染リスクが 

高い個体 

感染リスクが 

低い個体 

【 廃棄の方法 】 

○ 新聞紙にくるみ家庭用ごみ

袋に入れ密封し、一般廃棄

物として廃棄してください。 
 

○ 細菌や寄生虫に感染してい

るおそれがありますので、マス

クや手袋を着用してください。 
 

○ 「燃えるごみ」の日にだすこと

ができますが、大きい場合

は、焼却施設に持参しなけ

ればならないことがあります。 

※ 福島県では、鳥インフルエンザの検査のため、死亡した野鳥の回収を行っておりますが、鳥インフルエンザに感染している 

おそれのない死んだ野鳥や野生動物の回収や処理は行っておりません。 



 


